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二

特
許
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）

第
百
七
十
八
条
第
一
項
の
訴
え
、
実
用
新
案
法
（
昭

和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
七
条
第

一
項
の
訴
え
、
意
匠
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百

二
十
五
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
訴
え
又
は
商
標

法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
六
十

三
条
第
一
項
（
同
法
第
六
十
八
条
第
五
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
訴
え
に
係
る
訴
訟
事
件

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
主
要
な
争
点
の

審
理
に
知
的
財
産
に
関
す
る
専
門
的
な
知
見
を
要
す

る
事
件

四

第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
に
掲
げ
る
訴
訟
事
件
又

は
前
号
に
掲
げ
る
事
件
で
訴
訟
事
件
で
あ
る
も
の
と

口
頭
弁
論
を
併
合
し
て
審
理
さ
れ
る
べ
き
訴
訟
事
件

（
知
的
財
産
高
等
裁
判
所
に
勤
務
す
る
裁
判
官
等
）

第
三
条

最
高
裁
判
所
は
、
知
的
財
産
高
等
裁
判
所
に
勤

務
す
る
裁
判
官
を
定
め
る
。

２

最
高
裁
判
所
は
、
知
的
財
産
高
等
裁
判
所
に
勤
務
す

る
裁
判
官
の
う
ち
一
人
に
知
的
財
産
高
等
裁
判
所
長
を

命
ず
る
。

第
一
編
第
五
章
第
二
節
の
節
名
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。

第
二
節

専
門
委
員
等

第
一
編
第
五
章
第
二
節
中
第
九
十
二
条
の
二
の
前
に

次
の
款
名
を
付
す
る
。

第
一
款

専
門
委
員

第
一
編
第
五
章
第
二
節
中
第
九
十
二
条
の
七
の
次
に

次
の
一
款
を
加
え
る
。

第
二
款

知
的
財
産
に
関
す
る
事
件
に
お

け
る
裁
判
所
調
査
官
の
事
務
等

（
知
的
財
産
に
関
す
る
事
件
に
お
け
る
裁
判
所
調
査

官
の
事
務
）

第
九
十
二
条
の
八

裁
判
所
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
高
等
裁
判
所
又
は
地
方
裁
判
所
に
お
い

て
知
的
財
産
に
関
す
る
事
件
の
審
理
及
び
裁
判
に
関

し
て
調
査
を
行
う
裁
判
所
調
査
官
に
、
当
該
事
件
に

お
い
て
次
に
掲
げ
る
事
務
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、当
該
裁
判
所
調
査
官
は
、

裁
判
長
の
命
を
受
け
て
、
当
該
事
務
を
行
う
も
の
と

す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
期
日
又
は
手
続
に
お
い
て
、
訴
訟

関
係
を
明
瞭
に
す
る
た
め
、
事
実
上
及
び
法
律
上

の
事
項
に
関
し
、当
事
者
に
対
し
て
問
い
を
発
し
、

又
は
立
証
を
促
す
こ
と
。

イ

口
頭
弁
論
又
は
審
尋
の
期
日

ロ

争
点
又
は
証
拠
の
整
理
を
行
う
た
め
の
手
続

ハ

文
書
の
提
出
義
務
又
は
検
証
の
目
的
の
提
示

義
務
の
有
無
を
判
断
す
る
た
め
の
手
続

ニ

争
点
又
は
証
拠
の
整
理
に
係
る
事
項
そ
の
他

訴
訟
手
続
の
進
行
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い

て
の
協
議
を
行
う
た
め
の
手
続

二

証
拠
調
べ
の
期
日
に
お
い
て
、
証
人
、
当
事
者

本
人
又
は
鑑
定
人
に
対
し
直
接
に
問
い
を
発
す
る

こ
と
。

三

和
解
を
試
み
る
期
日
に
お
い
て
、
専
門
的
な
知

見
に
基
づ
く
説
明
を
す
る
こ
と
。

四

裁
判
官
に
対
し
、
事
件
に
つ
き
意
見
を
述
べ
る

こ
と
。

（
知
的
財
産
に
関
す
る
事
件
に
お
け
る
裁
判
所
調
査

官
の
除
斥
及
び
忌
避
）

第
九
十
二
条
の
九

第
二
十
三
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま

で
の
規
定
は
、
前
条
の
事
務
を
行
う
裁
判
所
調
査
官

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２

前
条
の
事
務
を
行
う
裁
判
所
調
査
官
に
つ
い
て
除

斥
又
は
忌
避
の
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
裁

判
所
調
査
官
は
、
そ
の
申
立
て
に
つ
い
て
の
決
定
が

確
定
す
る
ま
で
そ
の
申
立
て
が
あ
っ
た
事
件
に
関
与

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
条

民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十

六
年
法
律
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。別

表
第
一
の
一
七
の
項
ホ
中
「
又
は
人
事
訴
訟
法
」

を
「
、
人
事
訴
訟
法
」
に
改
め
、「
第
三
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
申
立
て
」
の
下
に
「
、
特
許
法
（
昭

和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第
百
五
条
の
四
第

一
項
若
し
く
は
第
百
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

申
立
て
、
著
作
権
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
四
十
八

号
）
第
百
十
四
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
百
十
四
条

の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
立
て
又
は
不
正
競
争
防

止
法
（
平
成
五
年
法
律
第
四
十
七
号
）
第
六
条
の
四
第

一
項
若
し
く
は
第
六
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申

立
て
」
を
加
え
る
。

（
特
許
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

特
許
法（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
五
条
第
五
項
中
「
及
び
第
百
四
条
か
ら
第
百

五
条
の
二
ま
で
」
を
「
、
第
百
四
条
か
ら
第
百
五
条
の

二
ま
で
、
第
百
五
条
の
四
か
ら
第
百
五
条
の
七
ま
で
及

び
第
百
六
十
八
条
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
」
に
改
め

る
。第

百
四
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
特
許
権
者
等
の
権
利
行
使
の
制
限
）

第
百
四
条
の
三

特
許
権
又
は
専
用
実
施
権
の
侵
害
に

係
る
訴
訟
に
お
い
て
、
当
該
特
許
が
特
許
無
効
審
判

に
よ
り
無
効
に
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
認
め
ら
れ
る
と

き
は
、
特
許
権
者
又
は
専
用
実
施
権
者
は
、
相
手
方

に
対
し
そ
の
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

法
律
第
百
十
九
号

知
的
財
産
高
等
裁
判
所
設
置
法

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
我
が
国
の
経
済
社
会
に
お
け
る

知
的
財
産
の
活
用
の
進
展
に
伴
い
、
知
的
財
産
の
保
護

に
関
し
司
法
の
果
た
す
べ
き
役
割
が
よ
り
重
要
と
な
る

こ
と
に
か
ん
が
み
、
知
的
財
産
に
関
す
る
事
件
に
つ
い

て
の
裁
判
の
一
層
の
充
実
及
び
迅
速
化
を
図
る
た
め
、

知
的
財
産
に
関
す
る
事
件
を
専
門
的
に
取
り
扱
う
知
的

財
産
高
等
裁
判
所
の
設
置
の
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の
と
す
る
。

（
知
的
財
産
高
等
裁
判
所
の
設
置
）

第
二
条

東
京
高
等
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る
事
件
の
う

ち
、
次
に
掲
げ
る
知
的
財
産
に
関
す
る
事
件
を
取
り
扱

わ
せ
る
た
め
、
裁
判
所
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五

十
九
号
）第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

特
別
の
支
部
と
し
て
、
東
京
高
等
裁
判
所
に
知
的
財
産

高
等
裁
判
所
を
設
け
る
。

一

特
許
権
、
実
用
新
案
権
、
意
匠
権
、
商
標
権
、
回

路
配
置
利
用
権
、
著
作
者
の
権
利
、
出
版
権
、
著
作

隣
接
権
若
し
く
は
育
成
者
権
に
関
す
る
訴
え
又
は
不

正
競
争
（
不
正
競
争
防
止
法
（
平
成
五
年
法
律
第
四

十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
不
正
競
争
を

い
う
。）に
よ
る
営
業
上
の
利
益
の
侵
害
に
係
る
訴
え

に
つ
い
て
地
方
裁
判
所
が
第
一
審
と
し
て
し
た
終
局

判
決
に
対
す
る
控
訴
に
係
る
訴
訟
事
件
で
あ
っ
て
そ

の
審
理
に
専
門
的
な
知
見
を
要
す
る
も
の

裁
判
所
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。

御

名

御

璽

平
成
十
六
年
六
月
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

法
律
第
百
二
十
号

裁
判
所
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
裁
判
所
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

裁
判
所
法（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
九
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
七
条
第
二
項
中
「
工
業
所
有
権
」
を
「
知
的

財
産
」
に
、「
を
掌
る
」
を
「
そ
の
他
他
の
法
律
に
お
い

て
定
め
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
」
に
改
め
る
。

（
民
事
訴
訟
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

民
事
訴
訟
法
（
平
成
八
年
法
律
第
百
九
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中「
第
二
節

専
門
委
員（
第
九
十
二
条
の
二
e

第
九
十
二
条
の
七
）」を
「
第
二
節

専
門
委
員
等

第
一
款

専
門
委
員
（
第

第
二
款

知
的
財
産
に
関

九
十
二
条
の
二
e

第
九
十
二
条
の
七
）

す
る
事
件
に
お
け
る
裁
判
所
調
査
官
の
事
務
等
（
第
九

十
二
条
の
八
・
第
九
十
二
条
の
九
）」
に
改
め
る
。

（
知
的
財
産
高
等
裁
判
所
の
司
法
行
政
事
務
）

第
四
条

知
的
財
産
高
等
裁
判
所
が
知
的
財
産
高
等
裁
判

所
に
お
け
る
裁
判
事
務
の
分
配
そ
の
他
の
司
法
行
政
事

務
を
行
う
の
は
、
知
的
財
産
高
等
裁
判
所
に
勤
務
す
る

裁
判
官
の
会
議
の
議
に
よ
る
も
の
と
し
、
知
的
財
産
高

等
裁
判
所
長
が
、
こ
れ
を
総
括
す
る
。

２

前
項
の
会
議
は
、
知
的
財
産
高
等
裁
判
所
に
勤
務
す

る
全
員
の
裁
判
官
で
こ
れ
を
組
織
し
、
知
的
財
産
高
等

裁
判
所
長
が
、
そ
の
議
長
と
な
る
。

（
知
的
財
産
高
等
裁
判
所
事
務
局
）

第
五
条

知
的
財
産
高
等
裁
判
所
の
庶
務
を
つ
か
さ
ど
ら

せ
る
た
め
、
知
的
財
産
高
等
裁
判
所
に
知
的
財
産
高
等

裁
判
所
事
務
局
を
置
く
。

附

則

こ
の
法
律
は
、平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

法
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

小
野

清
子

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
攻
撃
又
は
防
御
の
方
法
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
が
審
理
を
不
当
に
遅
延
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
と

き
は
、
裁
判
所
は
、
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
、

却
下
の
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
五
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
三
項
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

裁
判
所
は
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
た

だ
し
書
に
規
定
す
る
正
当
な
理
由
が
あ
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
前
項
後
段
の
書
類
を
開
示
し
て
そ
の
意
見

を
聴
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当

事
者
等
（
当
事
者（
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

そ
の
代
表
者
）
又
は
当
事
者
の
代
理
人
（
訴
訟
代
理

人
及
び
補
佐
人
を
除
く
。）、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業

者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）、
訴
訟
代
理
人
又
は
補
佐

人
に
対
し
、当
該
書
類
を
開
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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